
 

 

 

 

１０月の「チャレンジ」の紹介 

 

 

 

 

 

 

 

３人の組になって、リズムアンサンブルをつくりました。初めに、全員でリズムカードでのリズ

ム打ちや、音符や休符のカードを使って、４分の４拍子の学習をしました。次に、３人一組になり、

木、皮、金属でできた打楽器で音を鳴らして、試しながら、響きのよい組み合わせを選びました。

それから、４分の４拍子で２小節のリズムをつくりました。

「反復」「問いと答え」など、学習したことを生かしながら、

３人のリズムを組み合わせて、どのようなリズムアンサンブ

ルをつくるか話し合いました。一人一人がアイデアを出し合

って、音色を確かめながらリズムづくりができました。最後

に、グループごとに発表をしました。いつもより多人数で演

奏することで、お互いの演奏を聴き合ったり、意見を交換し

たりすることもできました。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

差別を無くしたいと願うＡ村の人たちの思いとその前に立ちはだかる部落差別の問題点を主

人公の「栄治」を中心にして考えました。また、登場人物の「大

木さん」の「この差別を見過ごして何もしないのは、差別して

いるのと同じ」という言葉の意味を考えることで、子どもたち

の身近にある「いじめ」とも関係させながら、差別について考

えました。 

「傍観（ぼうかん）は差別しているのと同じ」ということや

「言葉や態度の中に隠れている差別」に気づき、「差別は良くな

い、人を不幸にする」という共通の思いを持つことができまし

た。 

６年生 音楽科の学習  

◇実施日  R1.１０.１５（火）１校時 

◇実施場所 柴山小学校 

◇対象校  奥佐津・佐津・柴山・長井・余部小学校 

◇教 科  音楽科 単元：「リズムをつくってアンサンブル」    

 

       

５校チャレンジ通信 R１.１１.２８ No９ 

～奥佐津小学校・佐津小学校・柴山小学校・長井小学校・余部小学校～ 

授業のねらい 

・音楽の仕組みを用いて、 

リズムアンサンブルを

つくることができる。 

・グループで協力してリ 

ズムアンサンブルづく 

りができる。 
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６年生 道徳の学習  

◇実施日 R1.１０.１５（火）２校時  

◇教科：道徳 教材名：百日かせぎ（兵庫県人権副読本「ほほえみ」高学年用） 

◇授業のねらい  

・きびしい差別の中で、地域を愛し、差別解消と地域の発展のために力を合わせた人々の思いに 

学ぶとともに、差別のない社会を実現しようとする意欲や行動力を高める。 

        ・友達と意見を交流することで、人権に対する考えを深める。 

 



 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

施設紹介のＤＶＤを視聴後、２グループに分かれて施設を見学しました。クリーンセンターで

は、ごみピットやクレーン、中央制御室、発電のシステムなどを、リサイクルセンターでは、ベ

ルトコンベアでの選別作業や、梱包、破砕処理などを詳しく学ぶことができました。また、災害

時の避難所としての機能を備えていることも知り、幅広くクリーン

パークについて学習することができました。 

フロアの学習コーナーでは、他校の児童と話し合い、学習の内

容を確かめました。見学やグループ活動を通して、自分たちの生

活とクリーンパークのごみ処理が密接に関わっていることに気

づきました。全体発表でも、「自分たちのためにクリーンパーク

でごみを燃やしたり、リサイクルしたりしてくれていること」を

確認できました。 

 

チャレンジ授業は参観ができます。詳しくはお子様の学校等にお問い合わせください。 

℡・奥佐津小学校 (0796-38-0220) ・佐津小学校 (38-0014) ・柴山小学校 (37-0351) 

・長井小学校  (36-3005)    ・余部小学校 (34-0005)  発行担当【奥佐津小学校】 

 

◇児童の振り返り（一部紹介） 

・栄治さんは何も悪いことをしていないのに仕事仲間から無視されていてかわいそうだと思っ

たし、腹が立ちました。「差別を見過ごすのは、差別しているのと同じ」という言葉が、心

に残りました。 

 ・私も差別を見つけたり、差別に気づいたりするのは難しいと思いました。でも、そういう場

面に出会ったら、見て見ぬふりはしないようにしたいです。 

 ・自分はいじめられている人を見たら、見て見ぬふりはしたくないと思ったし、注意すること

ができる人になりたいと思いました。  

４年生 社会の学習  

◇実施日  R1.１０.７（月）１校時～４校時 

◇実施場所 クリーンパーク北但 

◇対象校  奥佐津・佐津・柴山・長井・余部小学校 

◇教 科  社会科 単元：住みよいくらしをつくる 

②ごみのしょりと利用 

音楽科 単元：「リズムをつくってアンサンブル」    

 

       

◇授業のねらい  

・クリーンパーク北但の見学や聞き取りを通して、ごみの処理や利用と自分たちの生活が深く関わ 

り、地域の人々の健康な生活や良好な生活環境の維持と向上に役立っていることを理解する。 

・交流学習を通して自分の考えを発表し合い、学習を深める。 

 

 

        ・友達と意見を交流することで、人権に対する考えを深める。 

 

◇児童の振り返り（一部紹介） 

・クリーンパークは災害の時の避難所になっていることが分かりました。 

・ごみを燃やしたときに出る「排気ガス」の中の有害物質を取り除いてか

ら煙突で外に出しているので、自然を守っていることが分かりました。 

・ごみの分別をしっかりしていきたいし、今日勉強した分別の仕方を家族

に教えたいです。 

 

 

      


